
 

 

２０２４年３月２８日 
 
 

「ＴＳＵＢＡＳＡ・じゅうだん会共同研究会」の発足について 
～システム、店舗運営・業務効率化、サイバーセキュリティ分野における共同研究～ 

 
 
武蔵野銀行（頭取 長堀 和正）は、２０２４年３月２８日（木）、「ＴＳＵＢＡＳＡ・   

じゅうだん会共同研究会」（以下「本研究会」）の発足にあたり、本研究会に参加すること

にいたしましたので、お知らせします。 

              

 
１．本連携の経緯・目的 
コロナ禍を契機として「デジタル化」の潮流が加速し、個人の価値観や行動にも大きな

変化をもたらしており、多様化するお客さまのニーズや地域の課題解決に対するステーク

ホルダーからの期待に応えていくため、地域金融機関として経営効率を高めながら地域の

持続的な発展に貢献することが各行共通の課題となっています。 

このような環境下において、システム関連で親和性のある両グループが知見・ノウハウ

を共有し、効率的なシステム運用・業務プロセスの実現を目指すとともに、お客さま向け

サービスの高度化、各地域経済の持続的な成長に貢献するため、本研究会を立ち上げる  

こととしました。 

当行は、今後も広域連携のメリットを最大限に活用し、お客さまへの付加価値の高い 

金融サービスの提供を通じて地域社会の持続的な成長に貢献してまいります。 

 

２．本研究会の概要 

 

名 称 ＴＳＵＢＡＳＡ・じゅうだん会共同研究会 

検討テーマ 

＜システムタスクフォース＞ 

・ 次世代システム、サブシステムに関する共同研究 

・ デジタル分野（API 活用等）に関する共同研究 

・ AML（マネー・ローンダリング防止）対策に関する共同研究 

＜業務効率化タスクフォース＞ 

・ 店舗省力化施策（有人店舗の省力化、バックオフィスの共同化）に 

関する共同研究 

・ 業務効率化に関する共同研究 

＜サイバーセキュリティタスクフォース＞ 

・ サイバーセキュリティ対策に関する共同研究 

・ サイバーリスクマネジメントに関するノウハウ共有 

メンバー 
ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス 全１０行、じゅうだん会 全７行 全１５行※1

 ※1.琉球銀行及び当行は両グループに参加 

次ページへ 
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※2. 千葉銀行、第四北越銀行、中国銀行、伊予銀行、東邦銀行、北洋銀行、武蔵野銀行、滋賀銀行、 

琉球銀行、群馬銀行の１０ 行が参加する地銀広域連携の枠組み。（URL：https://tsubasa-al.co.jp） 

※3. 八十二銀行が開発する銀行の基幹系システムを共同利用する地方銀行７行の枠組み（山形銀行、 

筑波銀行、武蔵野銀行、八十二銀行、阿波銀行、宮崎銀行、琉球銀行）（URL：https://sec.juudankai.jp） 

なお、琉球銀行及び当行は両グループに参加しています。 

以 上 

ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス※2 じゅうだん会※3 

 

ＴＳＵＢＡＳＡ・じゅうだん会共同研究会 

システム 

タスクフォース 

サイバーセキュリティ

タスクフォース 

業務効率化 

タスクフォース 

報道機関からのお問い合わせ先 

総合企画部 アライアンス推進室 桑久保 祐二・中西 修一 

TEL（048）641‐6111（代表）


